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お世話様です。
先日の第3回発生土WOで説明した 発生土

見塁ζ蟹習監R『倉tfttFす
ので お忙しい

ところ恐れ入りますが 添付ファイルによ t

'地
区の発生土WGを開催しました。その中で,R

=に
関して説明がありましたので その概要と
,り します僣成に申し訳ありませんが 上伊那
]催に代えさせていただきます).
,い.お手数をおかけいたしますが よろしく

お願いいたします。
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リニア推進振興皇 担当係長 山崎 隆雄
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本案のとおり施行してよいでしょうか

リニア中央新幹線
建設発生土活用に関するWG 各位
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25交り 号 外
平成 25年 9013年 ,10月 22日

リニア中央新幹線建設発生上活用

ワーキンググループメンバー 様

記

1 照会内容 ①今後の公共事業での■月予定について
②埋立|_の見込みについて

2 回各方法 ,1添様式に必要事項を記入のうえ メールで回答してください

6 回答期限 前期 :平成25年 11月  8日 (金 )
×活用先の予定がある箇所について 回答してください.
後期 :平成25年 11月 29日 (金 )
※前期までに調整が整わない場合の 回答期限です。

4 提 出 先 長野県企画部リエア推進振興室 担当係長 山崎 隆雄
問合せ先 く細かい内容でも構いませんので 不明な点はお問い合わせください)

5 留意事項
(1'こ 0照会は 発生上の活用先について JR東海との調整を行う候補地を見出す
ことを目的としています そのため 公共事業であれば事業の日途が立っている
筒所 埋立地であれば地元の概ねの合意が得られている箇所 (地元から要望のある
箇所等)について回答してください

(2)回答結果については WG内 での公開を前提とします。また 回答のあった
市町村数と活用予定土量の総数については 対外的な公開を前提とします。
(3)今回の回答結果はJR東海と調整するための基礎データとなりますが 回答した
ことによって 発生上の受け入れが義務となることはありません。
(4)発生上活用先の照会は 今後も定期ljに行います.

長野県企画部リエア推進振興室長

リニア中央新幹線に係る建設発生土の活用えについて (照会 )

このことについて、今後のワーキンググループにおける意見交換等の参考とするため

第2回の照会を行います。
つきましてはご多月中恐れ入りますが 下記により回答をお願いします。

長野崎 画部交通政策課リエア推進振興室

吉沢  久 (室長)山 崎 隆雄 (也当)
Td 026-235=7016(直 )

Ftt 0 26-235-7396
D malliho,● shi囮o■●fn,,,●o:o io
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リニア中央新幹線建設工事に関わる建設発生土の活用先調べ(第 2回 )

今後の公共事業での活用予定について

市町●(機関)名 )

まれる公

☆この調査結果に基づいて、建設発生土の受け入れが義務となることはありません。

について 記入してください

【記入上の菫憲】
×1 各市町●(機関)が事業主体となる事業について記入してください.
×2想 定 ■ 量  想定が難しい場合でも、極力ご記入ください(万m3朝立で構いませ 力́ また地山土量(変イヒ率を考慮しない上量)で記入

してください.
×3公 開可能部分 一 各項目のうち、WG内で公開が可能な項目を記入してください。ただし 市町村名は 関名)と上量(網掛け部分)について

は公開が前提です。また 回答していただいた市町村数と活用予定土量の総数は、対外的な公開を前提とします.
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リニア中央新幹線建設工事に関わる建設発生上の活用先調べ(第 2回 )

2 埋立地の見込みについて

や窪 の埋立てが まれる場所がありましたら記入してください

市町村(機関)名 :

【記入上の注意】
※1 仮置場不1月の可否 …
×2想 定 上 量 …

X3公 開 可 能 部 分 …

播量揉凝ヒ下啄著lぼ蔦多疑驚3姦浬↓塀]括ξ:警まませ0.立地山上風刻ヒ率を考慮しな崚動で記

亀骨i艦為鍛 筆翻諸濯認締:繊話棄鰹蹴雛輻 膜1嚢省も穀
｀

☆この調査結果に基づいて、建設発生土の受け入れが義務となることはありません。
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発生土活用に関する報道
在 1リニア推tL振興

=

 ヽ 1 ¬

H25102勁在 1ソニ

H25713 信濃毎日新聞 松
'1町

町議会全員協議会で リニア中央新幹線の残土を同町元大島ての町道整
諄機型景患ポ

明
活用を見込むのは町道延伸計画●Jtある元大島の約300m区間.約10万●●0

残土の一

"保
管場の設置も検討している

H2539 南信
'1新

聞
信濃毎日新聞

蕎木村
飯檻遺鰤 工区の建露に伴い発生する大量の残土(6o万 m3】こついて 利活用の検討を■めた。区などを通して受け皿と

なる候補地を募る.
リニア中央新幹線のトンネル拇月中こ伴い膨大な残土が出る試算もありこちらの処理方法も合めて検討していく.

H25321 信濃毎日新聞
飯田市

「るのが理にかなつている.」 「どう
jく

'た

ところに使えるの
か リストアップゃ検.Iを加えないといけない.JH25322 南信列1新聞

H25328 信濃毎日新聞
下條村

村内で員け入れる方向

`検

討している。残土の受入れ予定地は陸沢地区の道の駅r慣濃路下條JIヒ側の私有地.

今後地権者と交渉する考えて 具体的な活用策はこれから詰めていく。

阿智村
村内の幹擦道路沿いに建設する構想を温めている大型直売施設に残土を活用できないか模素する方針

`

場PTIや建設時期などは未定。今後具体的な検討を進める.

H2590
信濃毎日新聞
中日新聞
南信州新聞

高森町
町全員協議会で有益に活用できる情報や提案を区などから募る方針を銃明
受け入れについて今後 区を通して情報を,つた上で活用策を具体

`ヒ

させたいといい

た.町商工会や町建設業協会からも募る.

2日に開かれた区長会に依猥し

125910 信渡
毎日新聞
■日新聞

阿南町 (9月 定例会町長答弁)明段暗て(町内では)候補地としては適jLはないと考えている」

H25912 信濃毎日新聞
中日新聞

中
"い

寸
回答した」
(0月定例全社長答弁)「県による市町村側への予備的な聞諏 り調査に『受け入れる可能性のある場所は数ケ所ある』と

H25913

中曰新聞 下條村
(9月定例会村長答弁)「国道1,1号沿いのくま地埋立てに受け入れたいJ「 15o万～

"0万
m螂必要になる OR東海にすべ

てを任せるJ「県内あるいま崚阜県境付近で発生する科坑残土の運搬については 現道利用で十分に対応できるJ

信渡毎日新聞

下條村 (9月定柳会村長答弁『(村内)第2のllil地の検討もしていきたい」.「具体的な場所は今後憲めていく」

喬木村
区長会を通して候補地を募集したところ 17日までに村内3箇所の情報が村に寄せられた
今後現地調査や地権者との交渉を進める方針
すべてを利用した場合三違南l●道の残±00万mOの受入れが可能になる見込み.3き続き候補地を募る

H25925 南信州新聞 阿智村

H25105 信濃毎日新聞
豊丘村
村内3箇所を候補地として検討.3箇所の容量は計200万m5を超える見込み
0箇所とも神稲l●区

`う
ち2箇所は1∞万m3の受入れが可能な規模:地元調整などまこれからで 村が協議を進める方

下條村
霙入れを検討しており、その容量は150万～200万mOこ上るという
予定地 ま睦沢地区の道の駅|1側の私有地

H25J010 信濃
毎日新聞
南信ll新聞

高森町 町が募集した掘肖1残土の活用策について 3件の応募が寄せられた

ト
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第 4回建設発
=■
活用に関するワーキンググループ(飯伊地区)

」R東海 の説 明内容

企画部リニア推進振興室

1 環壕影響評価準備
=に
おける発生上について

準備書説明会における主な質疑応答は以下のとおり

Q)発生上の活用先は決まっているかに 会場で質問あり)

A)ソ ニア事業での利用を最優先とし、使えない分は他の公共事業での活用を想

定.活用先については果を窓口に発生土冊 で調整 している
Q)発生上の投出発は 燎出場所から近いところにして欲 しい
0発生場所の近傍が 優先口 立としては高い
Q)発生上の機出はいつからか

0126年度中に工事実施計画認可をめざしている。具体的なスケジュールに工事
着手前に工事説明会等で説明する。

Ql発生上の機出には どの道路を利用するのか
A漑存道路の本1月を原則 とし、新たに道路を設ける必要があれば道路管理者と
協議する

0)狭い道路の対応はどうするのか

A)大型車の通行を想定していない道路では 拡幅や待連所の設置 カープミラ
ー等の安全施設設置を考えている.道路管理者や地元自治体と協議 して対応
したい

Q漣機の時間帯は
Al昼間のみの運搬を考えている。なお、工事は 24時間体制で実施する

0撥出にあたつての安全対策は
A)工事現場の出入 り口や主要な交差点には誘導員を配置する.通学時間帯に配
慮するほか ItE転手への安全教育も実施する.ま た 車両にはリニアの工事
用車両であることが分かるようステッカーを添付 し 住民の方からのP.|い合
IIDせ窓口を施工業者と協議 して設ける。

準備書における土量の 950万
「
は運搬土量であり 埋立て上量に換算すると

2～3割減る見込み

2 質疑応答から
(道路政良のスクジュール )

大鹿村のA～D斜坑に関する道踏や (主)松川インター大鹿線については早急
に関係者と協議を始めたい。その他の道路についても、料坑の位置が決まり

次第す ぐにでも役場に打合せに伺いたい。



(WOでの検討が必要な土量)
切上による発生土は,場での埋め戻 しに禾1用 して極力減らしたい.建設汚泥
は濁水の沈殷処理後の上を想定してお り 産廃処理を中心に予定している.
ツニアの工事で再利用が見込まれる土量は変電所や保守基地窪度であり せ
い LFい数万 ぴ

×WGの 自標は l.0"「 の 2割減 (地山土量換算)で 800万 ゛程度 となった

(活用先に関する JR東海の腹案 )

今身在、JR東海 として検討 している場所はない.WGで どうしても薔ヽ先が
見つからなければ 事業者 としても探す用意があるとの意味である

(斜坑ごとの発生土量)

.       後 日資料を提供する

(発生土活用先を市I Itが買い上げる場合や、換地を資 う際の JP東海の関与)

山梨実験線で 1ま所存普はそのままで 」R東海では赤線や青線の付け言えを行
っている

具体的にはクースパイクースで対応することとなるが、市町村が土地を買い

上げる際の登記■月までは負れできない 測量程度なら実施は可能

(級出上の上質)

これまでの調査では、有吉物質は検出されていない

搬出時にも検査は行い 有●物質が認められれば事業者 として適切に処理す
る

(■量の決定時期)

搬出開始時に全量が決まっている必要はなく、工程上の搬出土量の分が そ
―      の都度確保されていればよいと考えている。

(■事工程表の 1年 日)

■区判立での 1年 月であり 同じ年度に着手するとは限らない
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環境影響評価準備善に見る発生土量

リニア推進振興室
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リニ ア 中 央 新 幹 線 長 野 県 内 ル ー ト等 概 要 図
リニア推進振興室

けルプスの長公園(喬木村)からの難望
'

〈松 |‖
=梁
(飯田市》 (松団崚址(高森町 からの眺望) (天竜■橋梁(脈国市^喬木■) (竜東一貫遭鋒〈青木 1,》

F変電施設

(大屁ネ

"

Ci事用道路
(大虚オわ

E小渋川棲桑
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リニア推進振興室

運イテ台数 |

(台/日 )
交通量
(台 /日〉

1 県道253号 (赤石
=公
国線) 大鹿,大河原上市場 工事着手4年後 783 1 566 A+B+C+D+E

2 国道 162号 大麓村大河原下市場 工事着手4年後 868 1 706 A+8+C+0+E+F+G

0 国道152号 大鹿村大河原下青木 工事着手5年後 117 234 G

4
村道 中央線
(伊ヨ「南ll広域道略)

聖丘村神稲林原 工事着手4年後 022 044 H+]+」

5 村道 竜来一貫道路 喬木村阿島 工事着手 1年後 359 ０
０

，
′ K+L+l.l+N+0

6 県道251号 (■飯田鋤 飯田市座光寺 工事着手3年後 217 434 P+Q+R+S

7 国道 160号 飯田市上郷北条 工事着手1年後 076 752 0+R+S+T

8 南慣

'1フ

ルーツライン 飯田市丸山町 工事着手5年後 346 692 T+U+V+w

9 国道256号 飯田市野池 工事着手5年後 346 692 T+U+V+w

10 国道25S号 阿智村下清内路 工事着手4年後 460 920 X+Y+Z

11 口道256号 南大曽町沐畑 工事着手3年後 315 690 Y+Z

`2
国道256号 南木曽町尾越 工事着手3年後 220 458 Z

10 国道256号 南木曽町妻籠 工筆着手4年後 045 690 Y tt Z

注)対 工●箇所は リニア推進振興 の

地点月」交通量の内訳

3

首 ■
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トンネルエ事工程と工事用車両の台数
リニア推進lFk興室

600

SOO

400

運行台数(台′日, 300

運行合氣 台′日)

600

5∞

400

300

200

100

0

4

エ インバートエ
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年 次 lr.日 5年日
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OKトンネル坑口

運行台数(台′日)

600

,00

400

300

2CO
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O

Mトンネル坑口e丘

600

,00

400

運 行台載 (台′日)'00

200
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鳴工 電気設備
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Iインバートエ

運行台数(台′日,

600

500

400

300

200

100

0

600

500

400

運 ,台 数 (台′日)300

200

1∞

O

※環境影響評価準備書の月あたり最大台数をもとこ lヶ月=20口として甲あたり運,台数を推定している

10
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中央新幹線 発生土活用に関する概 0各スケジュール (案 )
長野県リニアIE進振興

=

活用候補地0調整
(事業化の検.l、 関係者今の説明)

活用候補地の準備

(法手続き、予算措置、JR東海協議)

X飯田国道事務所 天竜,1上流河〕峰 務所等の出発機関を想定

×活用先の照会は 経続して実施する

※本実は、平成25年10月 時点での想定であり、状況に応じて柔軟に対応する。


